
桔梗が丘 自治連合協議会

平成24年度 第4回 理 事 会 議 事 録

場  所 桔梗が丘公民館 ・202号 室

日  時
平成 24年 8月 25日 (土)

9:30～ 1 1 30

出 席 者

出席者 ・辻森、大lH、上国、河合、武仲、東、阪本、野邊、高槻、廣岡、竹

原、古野、カロ納、梅本、中村、山中、松村、福森監事、森日地域担

当監

欠席者 田合監事。

議事

決議事項

1議 事録署名人

報告事項

1 広報委員会

大垣畠1会長が司会を務め会議が始まった。

辻森会長の挨拶の要旨

「この夏の最大の行事である 「桔梗が丘夏まつり」が無事終了したて,住 民

交流部会を始め、実行委員各位のご協力で無事終了することが出来た事に感

謝します。引き続き秋の行事が始まりますが、健康に留意され、準備方よろ

しくお願いする。J述 べた。

引き続き辻森会長が議長となり審議に入つた.

本会議の議事録署名人に中利満氏、松村勲氏の2氏 を指名することに決し

た。

野邊広報委員長が、 9月 発イT予定の 「ききょう通信J第 52号 の編集会議

出席のため、冒頭に次のような報告があった。

「ききょう通信は9月 の各戸配布に向けて作業を進めている、第 52号 の

紙面の第 1面 は 晴 梗が丘夏まつりJと 「地域ビジョンの推進概要Jに つい

て取り上げ、2面 には夏まつりに協賛いただいた方の名簿を掲載することに

した。福祉便りは本年度の敬老の日の行事について取り上げた。

次に、名張市広報 「地域発信 !ふるさと使Jへ の記事提供の依頼が来てい

る。前回は教育文化部会の 「肯少年が語るこころの思い発表会Jを 取り上げ

たが、今回は当理事会で決めて頂きたいと思う。そこで詳細について会長に

説明をお願いします。Jと 述べた。

辻森会長から、「先日の地域づくり代表者会議で、10月 の第 2週 号に掲載

予定をしている。この掲載の狙いは市民の皆さんに1幅広く地域づくりの活動



うヽら市側 (地域経営室)が 取材 して記事を作

ヒ.Jと 述べた。

>

ていく。(毎年継続して掲載される予定)

'化

部会の桔"ず セミナーの講座はどうか。

生して 「地域ビジョンJの 一事業はどうか.

2第 3國l地域づ 1 上森会長から、 8月 21日 (火)開 催された、第 3回 地域づくり代表者会

くり代表者会議 1議について概ね次のような報告があった。

について    |く 各室 ・関係機関からの依頼事項>

地域ビジョンは次年度に事業が本格化してから取り上げ、桔梗が丘公民

館の講座を取り上げてはどうか。

市広報の日的を考慮した時、各地域の特色ある活動の紹介にあると考え

ると、時期も考慮 して選んではどうか。

当地区の特色あるものとして、時期的に見て 「ききょう健康まつりJを

取り上げてはどうか。囲み記事に 「敬老の日の行事Jを 入れると尚良い。

以上の意見交換の結果、「ききょう健康まつりJと 「敬老の日の行事Jを

取り上げることが了承された。

(1)産 業政策室

・農業振興地域整備計画総合見直しにかかる地域説明会の実施については、

1当地区は対象外の為報告を害1愛.

(2)情 報政策室

lZ成 24年 度就業構造基本調査が実施される。当桔梗が丘地区で対象と

なった地区の区長 ・自治会長へ協力依頼がされている。

(3)健 康支援室

食生活改善推進員の養成講座が開催される。桔梗が丘地区は 28名 の会

員のうち2名 が応募 している。名張lh全体では 12名 (127名 中)に 留ま

っているので、受講者の増員に向けて協力依頼があった。

平成 24年 度の特定検診の受診率の向上に向けて協力の依頼があつた。

今年から個人の負担金も軽減されている。一定の成果があつた地区には3万

円の補助金が支給される。

(4)危 機管理室

新しい名張市洪水 ・十砂災害ハザー ドマップが完成 した。 9月 に区 自

治会を通 じて各戸配布がされることになつている。各区 ・白治会はこれらを

参考にして、それぞれの防災計画に役立ていくことになる。

名張市自動対外式除細動器 (A E D)の 貸出し事業が開始された。



これは市内の公共施設に設置されているものとは別に、イベン ト等実施の

際に貸出されるものです。(期限は原則 5日 間、講習会修了者がいる事等)

(5)地 域包括支援センター

認知症ケアの推進について、これまで民生委員児童委員を対象に 「認知

症サポーター養成講座Jを 開催し、理解を深めてきた。桔梗が丘地区では民

生委員を中心に平成 21年 度 75人 、平成 22年 度 90人 が受講した.

今後はさらに区 自治会に働きかけ講座の開催機会を増やして行くと同時

に、市職員 ・事業所の事業主を対象とした講座も開催する。

(6)地 域政策室

・地域SOSシ ステムが立ち上げられた。これは高齢者等が行方不明にな

り、家族から区 自治会を通じて消防本部へ捜索依頼があつた場合、区 白

治会が市、関係機関及び団体と連携 して、迅速な捜索活動が出来るようにす

るものです。

・仮称地域づくり大学については、現在各地域で進んでいる 「地域ビジョ

ンJの 推進にあたり、必要となる人材を市lllでも育成の協力をしようという

システムづくりです。

(7)7.張 商工会議所

・10月 13、 14日 開催予定の 「名張 ・産業まちづくリフェアーJへ の

出展 ・参加の要請があつたが、時間 ・時期の関係から、地域経営室に対応が

一任された。

(8)名 張市選出の県会議員との懇談会

会議に引き続き、名張市選出の二重県議会議員中森博文氏及び北り裕之氏

との懇談会が開催された。

話題になつたのは、東日本人震災の瓦礫受け入れ問題で、まだまだ検討が

必要で最終的な結論は出ていない。これは地域住民の理解が不可欠であると

の見解であった。

名張地区の高校の統廃合問題は、大まかな方向付けはある様だが、最終結

論にはまだ時間がかかる.

国道 368号 の4車 線化が進められる。当地区としては学童の通学時の安

全に充分配慮いただきたいと要請をした。

県道についての要望があるときは、議員側に中し出ていただきたいとの発

言があつた。

以上の報告についての質疑.

Q:AEDの 貸出しの要領の詳細は決定しているのか。

A:概 ね決定しているが、市内の公共施設に備えているものとは別途に必

要な時を想定している。(市外に出掛ける時等)別 途案内が出る。



3平 成 24年 度

協議会会計及び

公民館会計累計

(平成 24年 7

月末)に ついて

これを有効に活用するためにも、講習会を各地域で開催するべきとの意見

が出された。

Q:地 域SOSシ ステムが立ち上げられたとの事ですが、各地域は具体的に

はどの様対応していくのか

A:基 本的にはは高齢者 (認知症)を 考えている。又捜索対象者によっては

慎重な対応が必要になると考えている。

辻森会長から、名張市社会福祉協議会から F平成 24年 度福祉功労賞の被

表彰者」の推薦依頼があり、地域内3小 学校区の放課後児童見守り隊を中心

に選考中で、決定しだい報告する旨を述べた。

松村事務局次長から、平成 24年 度協議会会計及び公民館会計累計 (平成

24年 7月末)に ついて、別添え資料に基き、概ね次のような報告があつた。

協議会会計

収入の部

今月は移動なし。

支出の部の内訳

1 総務費   1 人件費

8 事務費

4 健康推進費   事業費

6 教育文化費   事業費

9 地域福祉費   事業費

合計

引き続き、公民館会計について、

があつた。

公民館会計

収入の部 (主な科目のみ)

669, 875円 (協議会負担分)

82, 144円 (コピー代)

99,630円 (体操会Tシ ャツ)

150,000円 (桔"ず セミナー)

32,600円 (いきいきサロン)

1, 034, 249円

別添え資料に基 き、概ね次のような報告

440, 989円 (使用料 とコピー代)

440,989円

1 使用料等

合計

支出の部 (主な科目のみ)

1 人件費

2 管理費  1

3

6

消耗品

光熱費

委託手数料

60,

84,

74,

216,

119,

000円 (館長給与)

881円 (社会保険料)

380円 (コピー用紙等)

414円 (電気 ・ガス代等)

955円 (清掃委託、エレベ

ーター点検委託等)

630円 (デジカメ 扇風機)7  備品購入費  64,



3 運営費

8 使 用 料   50, 526円 (リ ー ス料 等 )

1  報償費    45, 000円 (講師料)

3 印昴」製本費   26, 932円 (公民館情報誌)

5 事業費     79, 078円 (主催講座費用)

877, 136円 円

以上の報告に対して、出席者からは特に意見はなく了承された。

4 各委員会 部 |く総務委員会>

会活動報告   1 大垣昌1会長 (総務委員長)か ら、「9月 8日 (上)に 講演会を開催するので

ご参加いただきたい。今回は
'コ

ミュニティカフェってJ、と題 し、講師には

昌子住江氏を迎えることになった。昌子氏は名張の事情にも通じておられ、

自らはNPO法 人アクションおっぱまの理事長として活躍 しておられる方

で、現在我々が抱えている課題にはぴったりの人物と考えています。」

引き続き、「11月 10日 (上)に 研修会を実施することが決定した。研修

先は大阪の豊中市新千里東町の 「ひがしまち街角広場」。ここはボランティア

によるコミュニティカフェの運営をしており、参考になると考えました。も

う一箇所は大阪淀川区三津屋の 「みつや交流亭Jで す。こちらも地域の各種

イベントを幅広く手掛けている特定非営利活動法人で、おおいに参考になる

と思っています。詳細が決定次第案内させていただくので、是非ご参加いた

だきたい。Jと 述べた。

く企画運営委員会>

阪本企画運営委員長から 「前回承認された 「地域ビジョン概要J及 び 「プ

ロジェクトチームメンバーと事業サポーター募集」の印刷が来週早々 (8月

27日 位)に 出来上がる予定になった.各 区長 ・自治会長の協力で各戸配布

をする。平成 25年 度から手掛ける予定の 「子どもたちと地域の絆づくりJ

事業を正式名とした。具体化策の中で参考になると思われる現在の 「東小学

校のあそびっくすJ通 信を配布 してあるのでご参考にしていただきたい.今

後は単年度事業ではなく、地域内3校 区に拡げて継続していかねばならない。

尚、各戸配布と同時にポスターも作成して、地域内に掲出を予定している。J

と述べた。

辻森会長から、「地域ビジョンの推進、実現にあたっては、まず小さい事か

らでも取り組みを始めねばならない。最初は小さい事から、こつこつとやる

取組みからスター トする事が大変重要と考えている。まず始めようというこ

とです。従つて皆さんのご協力を得て、メンバー募集を始めるので、よろし

くお願いをする。Jと 述べた。

合 計



く健康推進部会>

高槻健康推進部会長から、部会活動について別添え資料に基づき概ね次の

ような報告があつた。

1 敬老の日の行事の内容は以下のように決定した.

・長寿記念品は近鉄プラザのギフト券 (2, 000円 )

お祝い品はお菓子 (@350円 )さ わだ―休庵に発注。

・配布については、区長 ・自治会長並びに民生委員の協力で 15日 から1

7日 の間に行 う。この案内を9月 に回覧する。(写し配布)

く住民交流部会>

廣岡住民交流部会長から、 8月 18日 (土)開 催した桔梗が丘夏まつりの

結果について概ね次のような報告があった。

「住民交流部会の反省会は、今月 29日 (水)に 開催する予定になってい

ます。その結果は来月の定例理事会で報告する。

今年の実施にあたっては、雨のために琉真太鼓、フラメンコ、盆踊りが中

止になつたのは残念であった。まつりの催行については前日に実施を決定し、

当日は広報車を地域内に出して告知をした。突然の雨のために7時 15分 に

イベントの中止を決定したが、模擬店については最終まで営業してもらい、

ほぼ完売したとの事でした。幸い事故や病気の方もなく無事終了した。警備

|は警備会社に委託し問題は無かった。本部席を移動し、人の流れを変える効

果はあつたが、最後まで続かなかつた。テントを1番町と5番町から借用し

経費の節約になり良かった。最終的な報告は次回の理事会で行います。Jと述

べた。

(その他の出席者からの意見)

模擬店の開店が4時 30分 であつたが、模擬店利用券の引き換えが5時

からになつていたため、不満の声があった。

名張桔梗丘高校の吹奏楽部の楽器の水濡れの心配したが、問題は無かっ

た。

駐車場として借用した、学校のグランドの整備を月曜日に行つたが、す

でに学校側で済まされていた。お礼はしておいた。

協賛金は1, 068, 000円 (昨年比 10, 507円 減)、当日の祝儀

が24, 000円 (昨年比 1000増 )

模擬店利用券の引き替えは1328枚 。模擬店出店者からの換金は36

7, 000円 (昨年比約 25, 000円 増)と なつた。引き換済の利用

券の使用率は92 1%で あった。



・ 模擬店は店のよって残りがあったようだが、殆どの所が完売していた。

・ 会場の案内図の掲出と配布は良かった。

模擬店の配置で、救護所の前は広く開けたほうが良いと思うので、次年

度配慮して欲しい。

・ 救護室の内容をもつと考えたはうが良い。(まちの保健室の協力)

く教育文化部会>

竹原教育文化部会長から、部会活動について別添え資料に基づき概ね次の

ような報告があった。

・ 私の一冊文庫の 「しはりの写真展Jと 「小学校の教科書と国語の教科書

に出てくる本展」を7月 20日 から公民館ギャラリーで開催した。参加

者は子ども30人 、大人 150人 の合計 180人 。

桔"ず セミナーが終了した。合計の参加者は576人 .(詳 細は資料を参

照)ソ ーランと大鼓は夏まつりにも参加した。

・ 夏まつりに部会として 「あめのつかみどり 豆まめまつりJで 参加。 3

10個 完売。

く生活安全部会>

吉野生活安全部会長から、部会活動について男」添え資料に基づき概ね次の

ような報告があった。

・ 桔梗が丘夏まつりの警備全般に問題なく、事故も無く無事終了した。

・ 警備を警備会社に委託して 12名 で行ったが、車の整理を駐車場の人口

で行ったが、来年度は場内での整理をする。又看板を大きく出す
。 小学校の周辺に路上駐車があったので、対策を検討したい。

雨のため車両通行止めを21時 30分 に解除した。

・ 学校のグランドの整備は先程報告の通り。

・ 青色回転灯装着車両による防犯パ トロールを3回 実施。いずれも異常は

無かつた。

・ 夏まつりに大をつれて会場に来る方を断れるか。難しい、飼い主の常識

に任せるしかな0 力ヽ・.

く快適環境部会>

加納快適環境部会長から、「夏まつりのゴミ処理は大変スムースにうまく行

つた。部会委員の皆さんの協力に感謝しています。J

緑のカーテン (ゴーヤの栽培)の 「我が家の自慢のゴーヤカーテンJと 題

して写真展を9月 3日 から公民館ギャラリーで開催する。皆さんのご協力を



その他

お願いする。Jと 報告があつた。

く地域福祉部会>

梅本地域福ね[部会長から、「夏まつりに、なかよし広場が今年初めて模擬店

を出したが、成功したと思っている。障害者の方の迷子があつたが無事に解

決した。

引き続き、「8月 22日 に地域福祉連絡会があつたが、市lllから若い方の成

人病が増えている。各種の検診の受診率の向上の重要性を感じた。」と報告が

あった。

辻森会長から、次の4項 目について報告があった。

1 8番 町 1区が 「みえの防災大賞Jに 応募した。 8番町の自主防災活動

は長年に亘り積極的に取り組んでいるところを評価し推薦をした。

2 平成 24年 度防災ラジオの配布がある。今年度で3回 目の配布となる。

今年度は1lo世 帯に自治会 ・区を通じて9月 半ばに配布をする。

3 防災備品の倉庫を桔梗が丘公民館 ・南公民館に設置した。

4 名張市から、市が整備をする施設の備品の無償譲渡の連絡があり、机、

椅子、調理用品等を譲渡された。

以上で会議は終了した。

次回理事会は、平成 24年 9月 22日 (土)

時間 午前 9時 30分

場所 桔梗が丘公民館  202号 室

議事録署名人

0

昌1会長 副会長 総務委員長 書記

⑤ ⑤ 〕


